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1 . IARC 2010
Group 3 2B

2 .



IARC 2010

1. 250 mg/m3

2 P25

3. 30

1. K.P.Lee, H.J.TROCHIMOWICZ, C.F.REINHARDT
TiO2

(Pulmonary Response of Rats Exposed to Titanium Dioxide(TiO2) by Inhalation for Two Years 1985)
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1. MMD * 1.5 1.7ʅm
TiO2 99.0 K.P.Lee

2. P25 AEROSIL
Degussa / 80/20

15-40nm TiO2 99.0

* MMD
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MV 32.0ʅ

MV 26.6ʅ

MV 38.1ʅ

MV 28.7ʅ

MV 40.2ʅ
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Pt
20mA 30sec

1kV 1 :
1kV 2
3kV 3 1kV
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SEM/EDX



Sample 1 ( 1.35 )
Sample 2 B( 22.5 )
Sample 3 C( 27 )
Sample 4 a( SDS 90 )

Kratos Ultra2
X Al Ka 300W

300x700ʅm
160 eV (survey), 80 eV(narrows)

3

4

%c

ND
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SEM

SEM
25K

13.5wt 22.5wt 27.0wt



〇 → 質問２以降の項目についてご回答ください。
→

※「関連なし」の場合は、ここまでで質問は終了です。

（留意事項）

＜イメージ図＞
ナノ

コーティングなし コーティングあり

その他 5
非ナノ

※質問２以降のご回答内容については、「化学物質による労働者の健康障害防止措置に係る検討会」（公開）の資料の作
成に当たり、参考にし、又は文章を引用させていただきますことをご了承願います。

　なお、酸化チタンのナノ粒子は、微粒子酸化チタンと呼称されることもあり、また、酸化チタンの非ナノ粒子は、顔
料酸化チタンと呼称されることもある。

【質問１】　酸化チタン（Ⅳ）を製造又は取り扱う業務に係る健康障害防止措置の導入について、貴会及び会員企業さまの業務に
関連あり
関連なし 理由をお教えください。（例：取り扱う業務がない　など）

理由：

　酸化チタン（Ⅳ）の対策については、ナノ粒子とナノ粒子以外とで異なることが考えられます。また、酸化チタン
（Ⅳ）粒子のコーティングの有無により健康影響が異なることが想定されます。そのため、可能な限りナノ粒子とナノ
粒子以外（以下「非ナノ粒子」という。）そして、粒子のコーティングの有無を区別して状況を把握することが必要と考
えています。つきましては、酸化チタン（Ⅳ）粒子の状態についての略称を以下のとおり設定しますので、これに基

１．ナノ・コート　　 　　： 酸化チタンのナノ粒子で、粒子の周囲にコーティングを施してあるもの。
２．ナノ・コートなし　　： 酸化チタンのナノ粒子で、粒子の周囲をコーティングしていないもの。
３．非ナノ・コート　　　： 酸化チタンの非ナノ粒子で、粒子の周囲にコーティングを施してあるもの。
４．非ナノ・コートなし ： 酸化チタンの非ナノ粒子で、粒子の周囲をコーティングしいないもの。
５．その他　　　　　 　 ： その他のもの。

ご連絡先

酸化チタン（Ⅳ）に関する調査票　＜酸化チタン（Ⅳ）製造者以外＞
団体名 一般社団法人日本塗料工業会

ご記入者の役職・氏名

１

３

２

４



【質問２】　貴会の概要についてお教えください。

＜ア． 酸化チタン（Ⅳ）ナノ粒子＞

＜イ． 酸化チタン（Ⅳ）ナノ粒子以外＞　　

① 【原材料の粒子のコーティングの有無：　あり。①アルミナ/シリカ②アルミナ／ジルコニア③アルミナ／ジルコニア／シリ
カ④アルミナ】
　　【原材料の酸化チタンの性状及び酸化チタンの含有率：　粉体、85-95%　】
　　【加工製品の粒子のコーティングの有無及びコーティングの材料：
　　　　　　　　コーティングあり。液状（樹脂、溶剤、その他の顔料、添加剤に混合されている状態）、および粉体（樹脂、顔
料、添加剤で混合されている状態）。粉体塗料の生産量は、塗料全体の約2.1％】
　　【加工製品の酸化チタンの性状及び酸化チタンの含有率：　各種塗料の白色：10-30%　】
　　【目的・用途：　建物、建築資材、構造物、船舶、自動車、電気機械、機械、金属製品、木工製品、家庭用、路面標示な
ど各種塗料に使われる。局所排気設備、保護具着用で製造される。使用量は非常に多い】

アンケート回答社数　　　　　 正会員：99社（団体4社含み）　アンケート調査：12社 （酸化チタン使用会社10社/使用せず2社）

酸化チタン（Ⅳ）を使用しているおおよそ
の会員企業数
（複数回答可）

　ア． 酸化チタン（Ⅳ）ナノ粒子
　イ． 酸化チタン（Ⅳ）ナノ粒子以外
　ウ． 「ア」、「イ」の混合使用
　エ．不明

ア　4社
イ 95社
ウ　0社

会員企業の業種、製品等
(例:化粧品、塗料等)

塗料製造業
主に塗料製造業からなる団体。塗料工業の経営、塗料の技術開発、塗料の需要、環境・安
全等に関する調査研究に取り組む。

【質問３】　各性状の酸化チタン（Ⅳ）を、どのような用途で使用しているのか、各性状のものをどのように使い分けているかなど、
詳しい使用実態について幅広にお教えください。また、原材料における酸化チタン（Ⅳ）の含有率についても記載をお願いいたし
ます（例：0.～0.08%、5%等）。

① 【原材料の粒子のコーティングの有無：　有り。 ①アルミナ／シリカ②アルミナ／ジルコニア③アルミナ　】
　　【原材料の酸化チタンの性状及び酸化チタンの含有率：　粉体、85～90%　】
　　【加工製品の粒子のコーティングの有無及びコーティングの材料：　有り。樹脂溶剤、その他の顔料、添加剤に混合され
ている。　】
　　【加工製品の酸化チタンの性状及び酸化チタンの含有率：液体（溶剤・水性）　１～10%以下】
　　【目的・用途：自動車塗料に高仕上がり外観・意匠性を付与させるため、局所排気設備、保護具着用で製造される。使
用量は非常にすくない。】



【質問４】　事業者の自主的な取組み　（一般塗料）

ナノ・コート
ナノ・コートなし
非ナノ・コート

非ナノ・コートなし
その他

ナノ・コート
ナノ・コートなし
非ナノ・コート

非ナノ・コートなし
その他

ナノ・コート
ナノ・コートなし
非ナノ・コート

非ナノ・コートなし
その他

ナノ・コート
ナノ・コートなし
非ナノ・コート

非ナノ・コートなし
その他

【状態：粉体　】 【性状：液状　】 【性状：液状】 【状態：粉体　】

計量、投入（仕込み）
*ばく露作業コード33

混練作業
*ばく露作業コード49
充填
*ばく露作業コード35

試験、研究
*ばく露作業コード34

計量、投入（仕込み）
*ばく露作業コード33

10／10 10／10 8/8 4／4

　　　　　　　　　措置の有無　（○、×又は概算の措置割合）　　（措置企業数／回答企業数）

10／10 10／10 4／8 4／4

10／10 10／10 8/8 4／4

4／10 4／10 4／4

10／10 10／10 8/8 4／4

1／10 4／10 2／8 4／4

10／10 10／10 8/8

1／10 1／10 1／8

2／10 1／10 1／8

1(集塵機）

10／10 10／10 8/8 4／4

10／10 10／10 8/8 4／4

2／10 2／10 1／8 1／4

3／10 3／10 2／8 1／4

10／10 10／10 4／4

10／10 10／10 4／4

1／10 1／10 1／8

10／10 10／10 8/8 4／4

3／10 3／10 1／8 4／4

4／10 4／10 2／8 4／4

3／10 3／10 1／8 4／4

10／10 10／10 8/8 4／4

10／10 10／10 8/8 4／4

10／10 10／10 8/8 4／4

10／10 10／10 5／8 4／4

10／10 10／10 5／8 4／4

10／10 10／10 8/8 4／4

酸化チタン（Ⅳ）を取扱う業務を行っている会員企業における、当該ばく露作業に対する措置の状況を、主な作業ごとにお教えいただきま
すようお願いいたします。

製造又は取り扱っている酸化チタン（Ⅳ）の形状
（該当するものを○で囲ってください。混合使用の場合は複数選択してください。）
（性状により措置等が変わらない場合は選択不要です。）

情報提供

表示（容器等へのラベル表示）

文書の交付（SDSの交付）

掲示（労働者に有害性を掲示）

取扱う酸化チタン（Ⅳ）又は酸化チタン（Ⅳ）含有物の性状
（ペレット等の固形物、液状樹脂、水溶性の液状等）

ばく露作業の概要
（主な作業ごとに記載してください）

作業場の屋外屋内の別
屋内

屋外

作業状況　

労働衛生教育
労働衛生教育

発散抑制措置
（いずれか）

製造工程の密閉化

局所排気装置の整備

プッシュプル型換気装置の整備

全体換気装置の整備

上記以外の発散抑制措置

作業環境の改善

休憩室の設置

洗浄設備の整備(シャワー設備等）

設備の改修等作業時の措置

漏洩防止措置

化学設備に関する漏えい防止措置

不浸透性の床の整備

健康診断

特殊健康診断に準じた健診の実施（独自）

特定業務従事者の健康診断に準じた健診の実施（6
か月に1度）（高温物体、深夜業等）

↑空欄はその他自主的な取り組みがある場合にご記入ください。

保護衣、保護手袋、保護長靴の使用

保護眼鏡の使用

作業環境の測定
実施と記録の保存

結果の評価と保存

作業管理

作業主任者の選任（特化物および有機
則）
作業記録の保存（特化物および有機則）

立入禁止措置

飲食等の禁止

適切な容器等の使用と保管

用後処理（除じん、排ガス、排液、残さい物等）

ぼろ等の処理

呼吸用保護具（防じんマスク）の使用

呼吸用保護具（送気マスク）の使用



【質問４】　事業者の自主的な取組み　（その２）（粉体塗料）

ナノ・コート
ナノ・コートなし
非ナノ・コート

非ナノ・コートなし
その他

ナノ・コート
ナノ・コートなし
非ナノ・コート

非ナノ・コートなし
その他

ナノ・コート
ナノ・コートなし
非ナノ・コート

非ナノ・コートなし
その他

【状態：粉体　】
【状態：ペレット状の固
体・粉体　】

【状態：ペレット状の固
体・粉体　】

計量、投入（仕込み）
*ばく露作業コード33

混練作業
*ばく露作業コード49
充填
*ばく露作業コード35

試験、研究
*ばく露作業コード34

6／6 6／6 5／5

6／6 6／6 1／5

6／6 6／6 5／5

3／6 3／6 1／5

6／6 6／6 5／5

1／6 1／6

6／6 6／6 5／5

1／5

6／6 6／6 5／5

6／6 6／6 5／5

1／5

1／5

6／6 6／6 5／5

1／5

1／6 1／6 2／5

1／5

6／6 6／6 5／5

6／6 6／6 5／5

6／6 6／6 5／5

6／6 6／6 2／5

6／6 6／6 2／5

6／6 6／6 5／5

↑空欄はその他自主的な取り組みがある場合にご記入ください。

酸化チタン（Ⅳ）を取扱う業務を行っている会員企業における、当該ばく露作業に対する措置の状況を、主な作業ごとにお教えいただきま
すようお願いいたします。

製造又は取り扱っている酸化チタン（Ⅳ）の形状
（該当するものを○で囲ってください。混合使用の場合は複数選択してください。）
（性状により措置等が変わらない場合は選択不要です。）

情報提供

表示（容器等へのラベル表示）

文書の交付（SDSの交付）

掲示（労働者に有害性を掲示）

取扱う酸化チタン（Ⅳ）又は酸化チタン（Ⅳ）含有物の性状
（ペレット等の固形物、液状樹脂、水溶性の液状等）

ばく露作業の概要
（主な作業ごとに記載してください）

作業場の屋外屋内の別
屋内

屋外

作業状況　

　　　　　　　　　措置の有無　（○、×又は概算の措置割合）　　（措置企業数／回答企業数）

労働衛生教育
労働衛生教育

発散抑制措置
（いずれか）

製造工程の密閉化

局所排気装置の整備

プッシュプル型換気装置の整備

全体換気装置の整備

上記以外の発散抑制措置

作業環境の改善

休憩室の設置

洗浄設備の整備(シャワー設備等）

設備の改修等作業時の措置

漏洩防止措置

化学設備に関する漏えい防止措置

不浸透性の床の整備

健康診断
特殊健康診断に準じた健診の実施（独自）

特定業務従事者の健康診断に準じた健診の実施（6
か月に1度）（高温物体、深夜業等）

保護衣、保護手袋、保護長靴の使用

保護眼鏡の使用

作業環境の測定
実施と記録の保存

結果の評価と保存

作業管理

作業主任者の選任（特化物）

作業記録の保存

立入禁止措置

飲食等の禁止

適切な容器等の使用と保管

用後処理（除じん、排ガス、排液、残さい物等）

ぼろ等の処理

呼吸用保護具（防じんマスク）の使用

呼吸用保護具（送気マスク）の使用



【質問５】　健康障害防止措置の導入に当たって考慮が必要な事項

国際基準との整合性と労
働者の健康維持

塗料製造会社は、労働者の健康を守るため、企業が存続できる範囲で局
所排気装置等の産業環境改善のための投資、保護具の管理強化、安全
教育を講じており、海外との競争力を損なわないように規制化にならない
ようお願いします。

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】

液状取扱時の作業環境測
定

一般液状塗料の場合は、樹脂等でコーティングされている状態であり、塗
装する上で粉体の酸化チタンのばく露はほとんどないと考えられる。

塗料製造工程において他の無機化合物で作業環境測定しても十分に低く、液状
の状態での酸化チタン取り扱いにおける作業環境測定は、実施し確認した例があ
るが、十分に低いことが確認された。

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】

液状取扱時における酸化
チタンの特化則は非該当

上記理由により液状で取り扱う際の酸化チタンは健康に対するリスクが少なく、特
化則の非該当とすべきである。

加工前（材料）の性状及
び含有率

【粉体、85-90%　　】
保護具

既に粉塵取扱い作業として防塵マスク等を着用しています。従来通りの保
護具とし、過剰な保護具にならないよう要望します。（簡易防塵マスクの禁
止程度なら良いと思います。）

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】

国際競争力低下と労働者
の健康維持

労働者の健康障害の防止は重要である。しかし、日本だけが国際基準に
比べ厳しい規制を課すことになれば、ばく露防止等の労働安全衛生管理
のための費用が莫大になり、企業の存続が危ぶまれ、我が国の国際競
争力を大きく損なう。

加工製品の性状及び
含有率
【液状】

廃ウエス等
塗料を拭き取ったウエス等に付着した酸化チタンが飛散するケースも考え
られるが、一般的には産業廃棄物として処理されているため問題ない。

加工前（材料）の性状及
び含有率

【　　粉体　】

適用の範囲並びに保護具
による管理基準の緩和措
置

一般液状塗料の製造の場合、粉体の酸化チタンを計量、投入するが、酸
化チタンを含めてた粉じんの作業環境測定において第一管理区分であ
り、局所排気装置の稼働等によって、作業環境は保たれている。よって、
これまで通りの保護具着用などでの管理で十分である。

加工前（材料）の性状及
び含有率

【　　粉体　】
作業環境測定

酸化チタン含め、鉱物粉末を取り扱う作業場では、粉じん則適用に準じて
作業環境測定を実施しているため、現状の作業環境測定で十分である。

加工前（材料）の性状及
び含有率

【粉体、液状10－30%】

導入に当たっての猶予期
間設定

酸化チタンを含む粉じんの作業環境は管理されている状態であり、更なる
規制とは何を指すのか？考えられる項目として健康診断項目の追加があ
るが、費用の問題もあり他の健康診断項目でカバーできるかどうかも審
議の上、猶予期間を設けてもらいたい。

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】
液状取扱時のリスク

酸化チタンは食品にも使用されている通り、経口リスクに因果関係はないと想定さ
れる。液状の酸化チタンが体内に入るシナリオとしては、鼻からの吸入ではなく、
身体に付着したものが口から入る経口が考えられるため、リスクと言えない。

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】

液状取扱時の特殊健康診
断

食品添加物（着色剤）に認定されている。また経口による毒性も報告されていない
など安全性が高いのではないか？

　特別規則（特定化学物質等障害予防規則など）による措置の検討に際し、業界団体又は会員企業の立場から考慮の必要がある事項
とその概要について御提案ください。

考慮を要する事項
酸化チタン（Ⅳ）の性状

（該当するものを○で囲んでください。）
（性状よらない場合は選択不要）

内　　容

加工前（材料）の性状及
び含有率

【粉体、液状10－30%　】

他の物質との作業が重なることが多く、酸化チタンのみの作業場所とする
ことは、困難である。

立入禁止措置

加工前（材料）の性状及
び含有率

【　　粉体、85-90%　　】
粉末取扱時の吸入リスク

動物実験においては250mg/m3の環境にて細気管支肺胞性腺種が見られたが、

厚労省は２次評価値と定義している１ｍｇ／ｍ３とは大きく乖離しているので、リス
ク管理としては現実的ではない。

加工製品の性状及び
含有率

【粉体、液状10-30％】
保護具について

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】



【質問６】　技術的課題及び措置導入の可能性

【質問７】　特殊な作業（健康障害防止措置を特に講じなくてもリスクが低いと考えられる作業）の概要と意見

【質問８】　産業活動への影響や公正競争の観点からの意見

【質問９】　措置の方針についての意見

酸化チタン（Ⅳ）の性状
（該当するものを○で囲んでください。）

（性状よらない場合は選択不要）

・酸化チタンは、建物、建築資材、構造物、船舶、自動車、電気機械、機械、金属製品、木工製品、家庭用、路面標示などあらゆる分野
で使われており、規制化の影響は、当業界のみならず、川下産業であるすべての顧客への多大なる影響を与える。また、日本だけが、
国際規制・基準に比べ厳しい規制を課すことは、我が国の国際競争力を大きく損なう。国内おいて塗料産業のみならず、顧客の存続が
危機に瀕し、雇用の喪失を招く。
・酸化チタンは安定性、毒性ないが、代替品が存在しない。
・日本国内における規制については、塗料業界において一律であり、公正競争の観点で言えば特に問題なきものと考えますが、世界各
国との状況による違いより、日本の塗料産業の衰退に繋がらないか危惧している。
・酸化チタンのすべて規制するのではなく、サイズ、表面処理有無で検討すべき。
・塗料で使われる酸化チタンはリスクが低いと考えるため、現行の粉じん則として管理すべきである。
・酸化チタンの有害性の風評被害により、国内の産業が低迷する危惧がある。

　措置の対象は酸化チタン（Ⅳ）を製造又は取扱う業務とする見込みですが、これに関し意見があればお寄せ下さい。

・日本だけが先行し酸化チタンの製造または取り扱う業務の全てを措置の対象にすると、塗料製造会社はもとより、酸化チタンが含有し
た塗料を取り扱う自動車、家電製品、ＯＡ機器、建材等の川下産業への影響が大きく、国際競争力が低下し、国内で製造することができ
なくなり、国内産業は空洞化し、雇用の喪失を招くため、規制化しないことを要望します。
・VOC対策として有効な粉体塗料に切り替えを推奨しているで過度の規制化しないことを切に要望します。
・一般的に使用されている塗料（液状の塗料化したもの）は酸化チタンが、飛散するおそれがないので、規制の対象外として欲しい。

・塗料製造時の粉体取扱い作業でも、国のリスク評価（２次評価値）で１ｍｇ/ｍ
3
を超えるばく露が無かった。よって塗料製造時の酸化チ

タンの仕込及び計量作業は規制の対象外として欲しい。
・酸化チタンを取り扱う産業にて、管理が重くなることにおけるコスト高により、競争力が損なわれることが懸念される。

塗料がミスト状になることはなく、吸引する可能性がない。

　特別規則（特定化学物質障害予防規則など）による措置の検討に際し、産業活動や同業他社との公正競争の観点からの意見があれ
ばご提出ください。

共通（非ナノコー
ト主）

作業概要及びその作業がリスクが低いと判断する根拠

酸化チタン（Ⅳ）の性状
（該当するものを○で囲んでください。）

（性状よらない場合は選択不要）

作業名

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】

加工前（材料）の性状及
び含有率

【　　粉体、85-90%　　】

試験板の塗装

試験・研究

　特別規則（特定化学物質等障害予防規則など）による措置の検討に際し、通常のばく露防止措置（発散源の密閉化、局所排気装置、
プッシュプル換気装置、全体換気装置、呼吸用保護具等）を行う上で、技術的に課題があると考えられる事項があれば、措置とそれに

対する技術的課題及び実現可能性について御指摘ください。

加工前（材料）の性状及
び含有率

【　　粉体、85-90%　　】

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】

酸化チタンの密度は、４程度あり
他の顔料より、粉末が飛散しにく
い。

密閉された空間での粉体投入作
業は困難である

措置導入の可能性措　　　置 技術的課題

試験室での塗装は、局所排気などの発散防止措置並びに保護具の着用等、ばく露
低減策を講じた条件下での使用。

別の類似の粉体原料で過去に実施した作業環境測定で最大A値0.096mg/㎥、B値
0.373mg/㎥であった。

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】

加工製品の性状及び
含有率

【液状、粉体、10-30%】

加工前（材料）の性状及
び含有率

【　　粉体、85-90%　　】

加工製品の性状及び
含有率

【液体、10～３０ ％】

仕込み、計量、
缶詰め

計量、缶詰め

局所排気装置を使用しており、作業環境は保たれている。

　健康障害防止措置を特に講じなくてもリスクが低いと考えられる特殊な作業がある場合には、当該作業の概要（作業内容、作業時間、
作業頻度、一回当たりの取扱量、屋外屋内の別など）及び当該作業がリスクが低いと判断する根拠をお示しください。

局所排気と保護マスクの着用で十分と考える。

局所排気装置の設置と呼吸用保護具の使用に
よる作業は可能である。共通（非ナノコー

ト主）

防塵マスク

密閉化



【質問１０】　その他の意見

ご協力ありがとうございました。

日本では酸化チタンは医薬、食品添加物や化粧品で認可されており、現在に至るまで何ら重篤な健康障害の報告は聞いたことがあり
ません。さらに、これら用途での認可は日本だけで無く欧米においても同様です。例えば酸化チタンが特化則で指定されると発がんの可
能性がある物質との認識が社会に広まり無用の混乱を生じさせかねないことを危惧しています。
　日　　本：食品添加物公定書、日本薬局方、医薬部外品原料規格
　アメリカ：FDA CFR Title 21、USP GMP
　欧　　州：EFSA Food Additives E171、欧州薬局方

・産業としては、これらの評価、分類は適切でないと考えている。その理由としては。
①化学的な影響と言うより物理的影響が大きい。

②IARCの試験は、250㎎／ｍ
３
という極端に高濃度の環境でラットに発がん。

③人体疫学研究にて何らの実証がない。
④ラットは、基本的に吸引に対して敏感である。
・過去に塗料製造業はじめ、製造取扱いで、酸化チタンによる健康障害事例があるなら、その情報を開示いただきたいと思います。

アメリカのNIOSH（国立労働安全衛生研究所）がCIB Executive Summary of their Current Intelligence bulletin (NIOSH 2011)で

100mg/m
3
を超えるばく露濃度は吸入毒性試験では適切で無く、250mg/m

3
のばく露データでヒトへの発がん可能性があると分類すること

は不十分であると結論づけている

　上記以外に特段の御意見があればお寄せ下さい。（「化学物質による労働者の健康障害防止措置に係る検討会」にてご発言を希望さ
れる場合は、その旨記載願います。）

・「化学物質による労働者の健康障害防止措置に係る検討会」にて発言を希望いたします。
・酸化チタンを含む粉体を取り扱う業務では、粉じん則での作業環境測定で実施していれば、現時点で特に問題ないと考える。なお、労
働者の健康を守るため、装置点検、呼吸用保護具や健康診断の管理等の労働安全衛生管理の向上を図ります。
・過度の規制にならないよう要望いたします。
・検討会では下記の件で説明する予定です。
①ＩＡＲＣで評価された未処理の酸化チタンではなく、塗料としてはすべて表面処理したルチル型の酸化チタンを使用している。
②表面処理した酸化チタンは容易に露出はしない。
③粉体塗料製造含め、塗料の製造での酸化チタンのばく露は非常に少ない。
④酸化チタンの取扱い業務では、粉じん則に準じで作業を実施している。
⑤粉体塗料中の酸化チタンは樹脂に覆われ、露出していない。
⑥粉体塗料は細かい粒度はなく、平均30～50μｍの平均粒径である。

IARC Monographs VOLUME 93：TITANIUM DIOXIDEで発がん性2Bとなった原著文献では、著者らは、扁平上皮がんと扁平上皮の角質
化生とを識別するのは困難であったとしているまた、酸化チタンの過剰な負荷および肺クリアランスの著しい低下に基づく結果であり、
ほか、発生したがんの特徴がユニークでありラットに実験的に発生した腫瘍であり、この結果をヒトにおける肺腫瘍発生への生物学的
関連に結びつけるのは疑問が残ると記述されている。原著文献とIARCの考察が異なる。

フランスは、吸引による発がん性の危険性からその分類を１Bとすべきと提案。これにより、EUのリスク評価委員会による評価が開始さ
れた。その他の公的機関による酸化チタンの分類としては、IARCでのGroup２B.ラットによる吸引試験にて過剰な雰囲気環境にて発癌
性の可能性があるとの評価がある。

・ハザード評価がＩＡＲＣ：２Ｂの発がん性評価から、肺への吸入による健康障害（上限値１ｍｇ／ｍ
３
）なのかよく分からず、経口リスク、吸

入リスクなど何を根拠としているのか明確でないと考えます。
酸化チタンは日本国内の産業において取り扱いが非常に多く、国際社会とのコスト競争力にも影響を及ぼす可能性がある一方、酸化チ
タンの影響にて重大な労働災害が発生したとの事例があまりなく、粉体作業における健康障障害が懸念されるのであれば、粉じん則で
既に法令化されているものと考えます。
・日本国だけが他国に先行して酸化チタンの規制強化を図ることは時期尚早であると考えられます。IARC の示した動物実験の結果が
人への発がん性リスクとして他の機関にも認知されるか、あるいは否定されるのか、その結論を得るまでは今後とも多くの検証と時間が
費やされるものと予想されます。現在ＥＵ域にて進んでいるREACH 登録作業でも、酸化チタンの先導登録者の登録情報では「動物実験
の結果は人には当てはまらない」、酸化チタンの発がん性は「分類基準に該当しない」とされ、この登録情報を欧州、北米の大手酸化チ
タンメーカーが支持しています。
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